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密室の中での違法不当な取り調べの横行と自白をしないと保釈が許

されないという人質司法のもと、いったん虚偽の自白をすると撤回を

許されないという調書裁判で 99．9％が有罪判決という状況下で有罪
判決を出すことに慣れてしまった刑事裁判の根本的な欠陥を変えるた

めには、市民のみなさんが裁判に関与していただき、無罪推定の大原

則の下「見て聞いて分かる」法廷で判断して貰うことが不可欠です。

参加に不安を覚える市民の方が多いという事前のアンケートがありま

すが、同じ市民が司法に直接参加し、検察官の不起訴の判断の妥当性

を判断する検察審査会では、守秘義務を負いつつも、多くの市民が日

常生活を中断して参加されていますが、参加前のアンケートではやは

り多くの方が参加に消極的です。とこらが、一度審査員を経験される

と、実に 96％の方が「参加して良かった。」というご意見に変わって
います。裁判員裁判でも同様な傾向になると考えられます。今の裁判

員制度には改善すべき点はいくつもあり、取調の録画化なども不十分

です。これらの欠点を改善する動きを進め、人質司法と調書裁判の弊

害を打破することが大切です。裁判員裁判を延期したのでは何よりも

根本的欠陥抱えた現行の刑事裁判が続く結果となるだけです。多くの

冤罪事件を支援し、刑事弁護を担ってきた日弁連は、裁判員裁判制度

を延期して今の刑事裁判継続するのではなく、この制度を実施の上、

欠点があれば、実施状況をみながら改善していくという方法で進める

べきであると考えます。 

日
弁
連
７
月
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
法
曹
人
口
に
関
す

る
緊
急
提
言
は
直
ち
に
公
表
さ
れ
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
界
に
大
き
な
波
紋
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
法
曹
の
質
」
に
あ
る
よ

う
で
す
。 

今
回
の
理
事
会
で
は
、
多
く
の
議
題
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
法
曹
人
口
問
題
の
よ
う
な
ホ
ッ
ト
な
議
題
が
議
決
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
目
玉
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
ホ
ッ
ト
な
議
題
が
見
当
た
ら
ず
、

粛
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
議
題
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。 

来
年
２
０
０
９
年
５
月
よ
り
、

い
よ
い
よ
実
施
と
な
る
裁
判
員
裁

判
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
一
部
に

制
度
設
計
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
を

否
定
的
に
と
ら
え
国
民
の
多
く
が

実
施
に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
等
と

い
う
世
論
調
査
の
結
果
を
報
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
報
道
を
受

け
、
野
党
の
中
に
、
裁
判
員
裁
判

は
延
期
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を

表
明
す
る
も
の
が
出
ま
し
た
。
こ

  

提
言
発
表
後
、
日
弁
連
は
一
体

法
科
大
学
院
教
育
に
対
し
何
を
し

て
く
れ
た
の
か
と
厳
し
い
批
判
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
、
政
界
を
中
心
と
す
る
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
バ
ッ
シ
ン
グ
の
嵐
を
受

け
て
、
日
弁
連
の
提
言
が
司
法
改

革
推
進
の
旗
を
降
ろ
し
た
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
条
件
整
備
確
立
の

間
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
で
あ
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
、
期
待
す
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

日
弁
連
提
言
を
期
に
、
法
科
大
学

院
の
数
及
び
大
学
院
生
数
の
多
さ

に
関
心
が
集
ま
り
、
法
科
大
学
院

に
お
け
る
教
育
の
在
り
方
が
、
コ

ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
か
教
育
の
到

達
点
と
い
う
形
で
論
議
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
大
き
な

 
 今年の人権大会は、富山市で１０月２，３の両日開かれます。２日は、シン
ポジウムがあり、次のようなテーマで行われます。 

 
第１分科会 憲法改正問題と人権・平和のゆくえ 
第２分科会 安全で質の高い医療を実現するために 
        －医療事故の防止と被害の救済のあり方を考える－ 
第３分科会 拡大するワーキングプアー 
        －人間らしく働き生活する権利の確立を目指して－ 

 
１０月３日は、これらの分科会の論議を踏まえ、２つの宣言案と一つの決議案
が上程審議されます。第３分科会の実行委員会は、生活保護問題緊急対策委員会、
両性平等、労働法制、人権擁護等の委員会から選出された委員で構成されていま
すが、中核は生活保護問題緊急対策委員会で、その担当ということで、私が、こ
の分科会実行委員会担当副会長となりました。 
この実行委員会メンバーの意欲は、素晴らしいものです。ワーキングプアーの
実態と対策を見出すため国内のみならず、アメリカ、イギリス、デンマーク、韓
国等の諸外国での調査まで行いました。その調査費用も、大部分は手弁当でした。
メンバーのこの意欲は、現在の格差社会における弱者の救い難い窮状を明らかに
し、その解決策を探り、提示することにあります。このような思いから作成され
た決議案でしたが、難解で膨大なものだったため、６月の正副会長会議では、承
認できないということになり、実行委員会に対し、決議の趣旨と論点を絞って明
確にし、理由部分は半分程度に圧縮するよう求めました。ところが、派遣労働等
を巡っての意見がまとまらず前進しないのです。そこで、４名の副会長立会いで
調整し最終案を成立させ、７月末の正副会長会議も通り、８月理事会でも無事承
認され、本番富山人権大会の決議案として上程されることになりました。これで、
決議のない人権大会分科会の汚名を回避できたと安心しました。 

提
言
発
表
後
の
多
く
の
新
聞
論

調
は
、
日
弁
連
は
司
法
改
革
の
旗

を
降
ろ
す
の
か
と
厳
し
い
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、

一
部
の
地
方
紙
が
理
解
を
示
す
よ

う
な
社
説
を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
週
刊

誌
の
中
に
は
、
司
法
試
験
合
格
者

の
激
増
に
よ
っ
て
法
律
の
基
本
も

知
ら
な
い
弁
護
士
が
出
て
き
て
お

り
、
大
変
国
民
に
と
っ
て
由
々
し

い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

記
事
を
載
せ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。 

え
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
バ
ッ
シ
ン
グ
の

基
礎
に
あ
っ
て

法
曹
人
口
大
幅

減
と
い
う
主
張

に
な
っ
て
行
く

の
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。 

 

理
事
会
冒
頭

に
宮
崎
会
長
よ

り
、
内
閣
改
造
に

よ
り
新
し
く
法

相
と
な
っ
た
保

岡
氏
は
、
自
民
党

司
法
制
度
調
査

会
の
幹
部
で
、
法

曹
人
口
に
つ
い

て
は
厳
し
い
見

方
を
し
て
お
り

鳩
山
前
大
臣
の

 

提
言
発
表
後
、
町
村
官
房
長
官

は
、
日
弁
連
の
提
言
を
批
判
し
、

日
弁
連
の
見
識
を
疑
う
と
ま
で
述

べ
た
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
人
に

だ
け
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
く
な
い
と
い
う
の
が
、
率
直
な

気
持
ち
で
す
。
一
方
、
同
じ
福
田

内
閣
の
鳩
山
法
務
大
臣
や
河
井
副

大
臣
等
は
、
強
硬
な
法
曹
人
口
減

論
者
で
し
た
。
特
に
、
河
井
副
大

臣
は
司
法
試
験
合
格
者
数
を
１
２

０
０
名
程
度
に
す
べ
き
だ
と
い
う

自
民
党
若
手
の
急
先
鋒
で
す
が
、

今
度
の
内
閣
改
造
で
副
大
臣
の
職

を
解
か
れ
た
後
、
日
弁
連
に
退
任

挨
拶
に
来
ら
れ
た
際
、
そ
の
考
え

を
聞
き
ま
し
た
。
同
氏
は
、
法
科

大
学
院
の
あ
り
方
に
疑
問
が
あ
る

の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
現
場
に
出
か

け
先
生
方
と
も
論
議
を
し
た
が
、

今
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
松
・
竹
・

梅
と
格
差
が
ひ
ど
く
体
を
な
し
て

い
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
整
理
を

免
れ
な
い
と
い
う
も
で
、
こ
の
考

提
言
発
表
直
後
は
、
大
変
冷
や

や
か
な
反
応
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

２
回
試
験
の
不
合
格
者
の
試
験
結

果
を
明
ら
か
に
し
、
急
増
し
た
司

法
修
習
生
の
中
に
は
、
法
律
の
基

礎
知
識
に
不
足
す
る
者
が
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
法
曹
と
し
て
の
適

格
性
に
疑
問
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

日
弁
連
提
言
が
法
曹
の
質
の
問
題

を
提
起
し
た
こ
と
に
よ
る
波
及
的

効
果
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

前
進
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

提
言
発
表
に
よ
り
法
曹
人
口
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
解
散
し
、
新
し
く

本
格
的
提
言
を
策
定
す
る
委
員
会

と
し
て
法
曹
人
口
問
題
検
討
会
議

が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
広
島
の

久
行
康
夫
会
員
が
会
長
推
薦
で
、

鳥
取
の
長
村
み
さ
お
会
員
が
中
国

弁
連
推
薦
で
委
員
に
出
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
久
行
会
員
に

は
、
緊
急
提
言
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
ま

た
、
長
村
会
員
は
日
本
海
側
の
会

員
、
若
い
会
員
、
女
性
会
員
の
声

を
代
弁
し
て
下
さ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 

れ
に
対
し
、
日
弁
連
執
行
部
は
、

総
選
挙
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
後
戻
り
を

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
裁
判
員
制
度
実
施
に
向
け

日
弁
連
は
今
後
と
も
万
全
の
体
制

で
準
備
当
た
る
旨
、
緊
急
に
会
長

声
明
を
発
表
す
る
こ
と
決
め
理
事

会
に
報
告
承
認
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
左
記
囲
み
の
と
お
り

で
す
。 

法
曹
人
口
減
論
と
は
異
な
る
。
今

後
の
自
民
党
調
査
会
の
布
陣
と
動

き
に
注
目
し
た
い
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 
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8  1  10:30  正副会長会 

夜   帰関 
 
   5   午後  上京 

   6  10:30  法的サービス企画  

採用就職推進会議 

   11:00  国際人権事務局会議 

    13:30  国外人権問題対応指針検討会議 

      17:00  自由権ＷＧ作業部会 

   7  10:30  正副会長会 

夜   帰関 
 
… 夏休み … 

 
  18   午後  上京 

19   9:30  国会対応戦略会議 

10:30  正副会長会 

  夜  副会長懇親会（屋形船） 

20  10:15  常務理事会 

      10:45  理事会 

12:00  消費者行政一元化署名（霞が関）

  21  10:00  理事会 

      17:00  難民センター設立問題検討会議 

 22  16:00  自由権ＷＧ作業部会 

  25  10:30  生活保護問題緊急対策会議 

  26  10:30  正副会長会 

      夜  帰関 
 
～ ８月３１日間 ２往復半 １３泊 ～ 

 

 

 

 

 三年程前の初夏、日弁連の会議で上京した時お台場にあるホテルに泊まりました。窓

外にレインボーブリッジ、お台場の石垣と松の緑が調和してとても素晴らしい景色でした。

宵闇が迫った頃に、再び窓外に目をやると屋形船が３、４隻浮かんでいました。両舷の屋

根の下には、小さな赤い提灯がぶら下がっており夕闇が深まると、その明りが増したよう

に感じられ水面にその明りが反射して上下二列の提灯の列が揺れるのです。ライトアップ

したレインボーブリッジと今は黒い影となったお台場と松の対比が得も言えない風情で、

これぞ江戸情緒、屋形船に乗って見たいと思ったものでした。 

８月７日の正副会長会議は夏休みに入る前なのか 

結論を急ぐ議案が多く朝９時半から始まっている 

のになかなか終わらず夜８時半の飛行機を予約し 

ている私は気が気でありませんでした。漸く７時 

過ぎに終わったので、日比谷線で東銀座へ行き京 

急の空港快速に飛び乗り羽田迄行くとやっと予約 

した北九州便に間に合いました。北九州到着後空 

いての勉強会と翌日には拡張された米軍基地を見学するというので、岩国に行き錦帯橋近

くのホテルに泊まりました。 

懇親会後風に吹かれようと錦帯橋の周りを散策していると鵜飼い船が出ていました。 

かがり火を焚いての鮎漁は鵜には悲しき業ですが、なかなか風情があり、鵜飼船を見なが

ら屋形船で一杯やったら楽しかろうと思ったものです。そして、翌日帰宅してパソコンを

開くと一弁会長の村越副会長より、１９日の正副会長会後夜７時より屋形船で東京湾クル

ーズをしませんかというメールが入っていました。私は、乙な趣向ですねと早速出席の返

事をしました。 

そして当日、小雨模様の中タクシーでかちどき橋先の乗り場から貸し切りの屋形船に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ての天ぷらがなかなかいけるのです。また、カラオケも少しうるさかったのですが、知ら

れざる我が同僚副会長の生態も垣間見て極めて有益でした。東京での一押しの観光コース

かもしれません。 

今月は夏休みで、他に記事が少なくこのコラムが長くなりました。ご容赦下さい。 

こ
の
１０
月
１５
、
１６
の
両
日
、

１０
年
ぶ
り
と
な
る
国
際
人
権
自

由
権
規
約
委
員
会
に
よ
る
第
５
回

政
府
報
告
書
審
査
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
行
わ
れ
ま
す
。「
自
由
権
規
約
」

と
は
、
１
９
６
６
年
１２
月
の
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
、
７６
年
に
発
効

し
た
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利

に
関
す
る
国
際
規
約
」
を
指
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
４８
年
の
「
世
界
人

権
宣
言
」
を
、
国
際
的
に
拘
束
力

あ
る
規
範
に
す
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
、
日
本
は
７９
年
６
月

に
批
准
し
て
お
り
、
こ
の
規
約
の

内
容
は
、
日
本
国
内
で
憲
法
と
と

も
に
高
位
の
人
権
規
範
と
し
て
の

法
的
効
力
を
も
つ
も
の
で
す
。 

こ
の
審
査
は
、
政
府
報
告
書
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書

な
ど
に
基
づ
き
建
設
的
会
話
が
な

さ
れ
、
人
権
基
準
の
実
施
を
促
進

し
、
改
善
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
論
点
は
、
代
用
監
獄
、
個
人
通

報
、
国
内
人
権
機
関
、
死
刑
、
婚

１０
月
１５
・
１６
の
両
日
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
人
権
自

由
権
規
約
委
員
会
第
５
回
政
府
報

告
書
審
査
に
先
立
ち
、
日
本
に
お

け
る
同
規
約
の
実
施
状
況
を
調
査

と
、
日
本
の
関
係
者
と
懇
談
し
て

頂
く
た
め
、
日
弁
連
は
、
大
阪
弁

護
士
会
と
共
同
し
て
委
員
長
の
リ

バ
ス
さ
ん
と
副
委
員
長
の
シ
ー
ラ

ー
さ
ん
の
お
二
人
の
来
日
を
要
請

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
招
請
に
応

え
て
、
お
二
人
は
、
こ
の
９
月
１７

日
来
日
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
２０
日
ま
で
は
大
阪
で
、
２２

日
か
ら
は
東
京
で
の
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。
関
係
省
庁
や
国
会
議
員

と
の
懇
談
な
ど
多
様
な
活
動
の
中

で
、
市
民
と
の
ふ
れ
合
い
の
場
と

し
て
次
の
よ
う
な
集
ま
り
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
下
さ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
２３
日
慰
労
懇
親
会
は
、

右
欄
で
紹
介
し
た
屋
形
船
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

日時：2008年 9月 22日 
会場：明治大学リバテイ・ホール
内容：16:00～17:00 
・NGOとの意見交換会

18:00～20:00 
・講演「日本における人権
規約の課題」 

・シンポジウム 

８月７日の正副会長会議は夏休みに入る前なのか結

論を急ぐ議案が多く朝９時半から始まっているのにな

かなか終わらず夜８時半の飛行機を予約している私は

気が気でありませんでした。漸く７時過ぎに終わった

ので、日比谷線で東銀座へ行き京急の空港快速に飛び

乗り羽田迄行くとやっと予約した北九州便に間に合い

ました。北九州到着後空港バスに乗って自宅へ帰った

のは１１時半になっていました。 

翌８日は、岩国で厚木基地からの艦載機移転問題につ

乗って墨田川を遡り、隣の川に移って川を下りレイン

ボーブリッジ下を通って、お台場横の海域に停泊。こ

れで、３年前にホテルの窓から見た屋形船の人になれ

ました。屋形船から見る大観覧車やホテルなどの灯り

はなかなかのものです。そして、都心側に目を転ずる

とライトアップしたレインボーブリッジとその先の高

層ビル群の灯り、そして東京タワーの光の塔も美しい。

そして、屋形船、景色ばかりではない。料理も刺身は

ともかく（下関基準）江戸前のキスやアナゴの揚げた

外
子
差
別
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い

ま
す
。 

日
弁
連
は
、
日
本
最
大
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
政
府
の
報
告
書
に
対
す

る
意
見
書
を
す
で
に
提
出
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
今
般
ア
ッ
プ
デ
イ

ト
リ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
理
事
会
の

承
認
を
得
て
提
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
、
前
記
両
日
の
審
査
で
有

効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
有
効

活
発
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
す
べ

く
代
表
団
を
派
遣
す
る
こ
と
を
正

副
会
長
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ビ
ー
活
動
は
、
規
約
委
員

会
の
委
員
や
ス
タ
ッ
フ
へ
の
口
頭
、

文
書
で
の
ア
ピ
ー
ル
や
代
用
監
獄

の
危
険
を
知
ら
せ
る
「
志
布
志
事

件
」
の
映
画
上
映
も
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の
団

長
の
重
責
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
期
待
に
応
え
る
べ

く
団
員
の
総
力
を
結
集
し
て
成
果

を
あ
げ
て
き
た
い
と
決
意
し
て
お

り
ま
す
。 

 

 
屋形船から見たレインボーブリッジ 

岩国の錦帯橋 


